
新型コロナウイルス感染症（COVID-19)に関する緊急アンケート調査

結果概要

公益社団法⼈東京都看護協会
2020年8⽉14⽇
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調査概要

１ COVID-19が看護に与えた影響とその対応について情報を集約し、第⼆波に備えるための知⾒を共有する。

２ 今後の政府及び東京都等関係機関への要望や政策提⾔に活⽤する。

調査の⽬的

調査対象

東京都内医療機関 571施設に調査依頼 ファクシミリ回答及びヒアリング調査

調査期間

６⽉８⽇（⽉）〜６⽉15⽇（⽉） 回収延⻑6⽉30⽇まで

回答施設数
回答施設数 234施設（ファクシミリ回答191施設 ヒアリング回答43施設）

回答率41.0％
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回答施設属性
病床数

病床数 回答(n=234) 構成⽐
無床 4 1.7%
1-19床 0 0.0%
20-99床 89 38.0%
100-199床 107 45.7%
200-299床 5 2.1%
300-399床 2 0.9%
400-499床 2 0.9%
500以上床 25 10.7%

234 100.0%

1-199床
83.7％

看護配置

看護配置 回答数(n=234) 構成⽐
7対１ 54 23.1%
10対1 82 35.0%
13対１ 41 17.5%
15対１ 14 6.0%
20対1 10 4.3%
その他 1 0.4%
無回答 32 13.7%

234 100.0%
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0.4%

32

13.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7対１ 10対1 13対１ 15対１ 20対1 その他 無回答

4

89

107

52 2
25

0%

20%

40%

60%

80%

100%

回答数(n=234)
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回答施設属性
感染管理認定看護師配置状況

回答数 構成⽐
専従 36 15.4%
専任 26 11.1%
配置なし 162 69.2%
無回答 10 4.3%

234 100.0%

感染症管理認定看護師の配置がない施設が69.2％となっている。

15.4%

44.4%

9.8%

7.3%

10.0%

11.1%

18.5%

8.5%

17.1%

69.2%

31.5%

79.3%

73.2%

100.0%

90.0%

4.3%

5.6%

2.4%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

7対１

10対1

13対１

15対１

20対1

専従 専任 配置なし 無回答

看護配置別にみると、7対1での専従が44.4％となっているなど、看護配置による違いがみられる。

36

15.4%

26

11.1%

162

69.2%

10

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専従 専任 配置なし 無回答
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COVID-19の受け⼊れ施設か／受け⼊れ時期
Q1 COVID-19の患者の受け⼊れ施設ですか、

もしくは受け⼊れましたか?

Q1 回答数 構成⽐
感染症指定医療機関 5 2.1%
⼊院協⼒医療機関 32 13.7%
帰国者・接触者外来協⼒医療機関 5 2.1%
受け⼊れ施設ではない 183 78.2%
その他 7 3.0%
無回答 2 0.9%

234 100.0%

5

2.1% 32

13.7% 5

2.1%

183

78.2%

7

3.0%

2

0.9%
感染症指定医療機関

⼊院協⼒医療機関

帰国者・接触者外来協⼒医療機関

受け⼊れ施設ではない

その他

無回答

Q2 Q１で２「⼊院協⼒医療機関」と答えた⽅
にお尋ねします。下記のいずれの時期に協
⼒機関となりましましたか。

１ 緊急事態宣⾔前 ⽇時 施設数 ⽉別
2⽉1-15⽇の間 4

82⽉16⽇-29⽇の間 1
2⽉中 3
3⽉1-15⽇の間 0

43⽉16-31⽇の間 1
3⽉中 3
4⽉1⽇-6⽇の間 2

4
4⽉ 2

16

2 緊急事態宣⾔後 ⽇時 施設数 ⽉別
4⽉10⽇ 1

44⽉18⽇ 1
4⽉20⽇ 2
5⽉10⽇ 1

35⽉11⽇ 1
5⽉26⽇ 1

7

注）無回答施設があるためQ1の回答数とは⼀致しない
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COVID-19の⼊院患者数
Q3 Q１で上記１で４「受け⼊れ施設でない」と答えた⽅以外にお尋ねします。

これまでにCOVID-19と診断された⼊院患者の数をお知らせください。

5

9.8% 1

2.0% 4

7.8%

6

11.8%

35

68.6%

５⼈未満

10⼈未満

20⼈未満

20⼈以上

無回答

回答数 構成⽐
５⼈未満 5 9.8%
10⼈未満 1 2.0%
20⼈未満 4 7.8%
20⼈以上 6 11.8%
無回答 35 68.6%

51 100.0%

COVID-19の患者受け⼊れ施設でCOVID-19と診断された⼊院患者の数は、「20⼈以上」が11.8％となっている。
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病床稼働の変化
Q4 COVID-19の発⽣に伴い、病床稼働の変化についてお尋ねします。

COVID-19の発⽣に伴い、病床稼働は軒並み減少となっている。
病床数別にみても、いずれの規模の医療機関でも病床稼働は減少している。

75.3%

80.4%

100.0%

100.0%

100.0%

84.0%

3.4%

2.8%

8.0%

18.0%

14.0%

8.0%

3.4%

1.9%
0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20-99床

100-199床

200-299床

300-399床

400-499床

500以上床

減少した 増加した 変化なし わからない 無回答

病床数 減少した 増加した 変化なし わからない 無回答 合計

1-19床 0 

20-99床 67 3 16 3 0 89 

100-199床 86 3 15 2 1 107 

200-299床 5 5 

300-399床 2 2 

400-499床 2 2 

500以上床 21 2 2 0 0 25 

183 8 33 5 1 230 
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外来診察の制限
Q5 外来診察（救急も含め）の制限をしましたか。

COVID-19の発⽣に伴う外来診察の状況をみると、全体では62.8％が外来診察の制限を⾏った。
病床数別にみると、200床未満の医療機関では「制限しなかった」施設が28.1％〜50.0％となっている。
⼀⽅、200床以上の医療機関では、「制限した」医療機関が100％〜6割以上を占めている。

病床数 制限した 制限しなかった 無回答 合計
0-19床 2 2 4 
20-99床 59 25 5 89 
100-199床 60 40 7 107 
200-299床 4 1 5 
300-399床 2 2 
400-499床 2 2 
500以上床 18 7 25 

147 75 12 234 50.0%

66.3%

56.1%

80.0%

100.0%

100.0%

72.0%

62.8%

50.0%

28.1%

37.4%

20.0%

28.0%

32.1%

5.6%

6.5%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0-19床

20-99床

100-199床

200-299床

300-399床

400-499床

500以上床

全体

制限した 制限しなかった 無回答
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外来患者数の変化
Q6 Q5で２「制限していない」と回答した⽅にお尋ねします。外来患者数に変化は⾒られますか。

COVID-19の発⽣に伴う外来患者数の状況をみると、「増加した」医療機関は0であった。
全体でみると、93.3％が「減少した」、5.3％が「変化なし」となっている。

病床数 減少した増加した変化なしわからない 無回答 合計
0-19床 2 2 
20-99床 24 2 26 
100-199床 36 2 1 39 
200-299床 1 1 
500以上床 7 7 

70 0 4 0 1 75 

100.0%

92.3%

92.3%

100.0%

100.0%

93.3%

7.7%

5.1%

5.3%

2.6%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0-19床

20-99床

100-199床

200-299床

500以上床

全体

減少した 増加した 変化なし わからない 無回答
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院内⼿術の制限
Q7 院内の⼿術の制限をしましたか。

COVID-19の発⽣に伴う院内⼿術の制限状況をみると、全体では33.3％が院内⼿術の制限を⾏った。
該当施設について病床数別にみると、200床未満の医療機関では「制限しなかった」施設が50.0％〜63.0％と半数以
上となっている。
⼀⽅、200床以上の医療機関では、「制限した」医療機関が100％〜6割以上を占めている。

50.0%

37.0%

77.8%

100.0%

100.0%

100.0%

56.0%

60.5%

50.0%

63.0%

22.2%

24.0%

39.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0-19床

20-99床

100-199床

200-299床

300-399床

400-499床

500以上床

全体

制限した 制限しなかった

該当施設の制限有無

78

33.3%

51

21.8%

89

38.0%

16

6.8%

1 制限した

2 制限しなかった

3 該当しない

4 無回答
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看護職の⽴場で困ったこと
Q8 COVID-19に対峙する看護職の⽴場で困ったことはありますか。

看護職の⽴場で困ったことがあるかについては、94.4％が「はい」と回答している。
「個⼈防護⽤具の不⾜」、「患者への対応」、「未知の感染症に対する恐怖や不安、
緊張によるメンタル不調の訴え等」、「患者数が減っていること」、「衛⽣材料の
不⾜」等は半数以上の施設で困っているとの回答があった。

221

94.4%

10

4.3%

3

1.3%

1 はい

2 いいえ

3 無回答

複数回答

回答率

82.5%

75.2%

61.1%

57.7%

51.3%

44.9%

36.8%

34.2%

18.4%

17.9%

193

176

143

135

120

105

86

80

43

42

0 50 100 150 200 250

個⼈防護⽤具の不⾜

患者への対応

未知の感染症に対する恐怖や不安、緊張によるメンタル不調の訴え等

患者数が減っていること

衛⽣材料の不⾜

看護師の働き⽅

診察器材の不⾜

⼈材不⾜

専⾨治療施設が転院を受け⼊れないこと

その他
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看護職の⽴場で困ったこと［具体的内容］
Q9 ８で１「はい」とお答えされた⽅にお尋ねします。具体的にどのようなことでお困りですか。（複数回答）

困ったことの具体的内容について聞くと、⼈
材不⾜については「看護職」の不⾜が39施
設と⼀番多くなっている。

個⼈防護⽤具不⾜については、消毒液、マス
ク等個⼈防護⽤具全般的に⼗分⼊⼿できてい
ない様⼦がみられる。

衛⽣材料不⾜については、「袖付きエプロン
の不⾜」があげられている。

患者対応で困ったこととしては、「⾯会制限、
⾯会禁⽌による家族からの苦情」、「ターミ
ナル期の患者の⾯会対応に困った」、「⾯会
制限により⼊院患者の認知度が進んだ」等で
困っている等の回答があげられている。
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体温計

パルスオキシメーター

⾯会制限

リネン類

グリーフケア

⼈材・資材不⾜／患者対応で困ったこと

⼈材不⾜

個⼈防護
⽤具不⾜

衛⽣材料
不⾜

診察器財
不⾜

患者対応
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検査実施について
Q10 職員（看護職）が希望すれば院内で検査等を受けることができますか。

検査等の状況をみると、「PCR検査ができる」医療機関は45施設、19.2％、「抗体検査ができる」医療機関が29施設、
12.4％、いずれの検査もできるのは1施設、0.4％であった。
⼀⽅、「いずれもできない」施設が159施設で67.9％と約7割となっている。

45

19.2%

29

12.4%

1

0.4%
159

67.9%

ＰＣＲ検査ができる

抗体検査ができる

いずれもできる

いずれもできない

回答数 構成⽐
ＰＣＲ検査ができる 45 19.2%
抗体検査ができる 29 12.4%
いずれもできる 1 0.4%
いずれもできない 159 67.9%

234 100.0%
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スタッフに対する誹謗中傷等
Q11 ⾃施設の看護職員およびその家族への誹謗中傷について聞かれたことがありますか。

⾃施設の看護職員およびその家族への誹謗中傷等については、「ある」医療機関は55施設、23.5％、「ない」医療機
関が175施設、74.8％であった。

回答数 構成⽐
ある 55 23.5%
ない 175 74.8%
無回答 4 1.7%

234 100.0%

⾃由回答の内容を分類すると、職場内の問題、職場へのいわれなきクレーム、通勤時の中傷、納⼊企業・関係企業の
無理解、誤った情報、⾵評被害、患者からの中傷、地域の無理解、予防についての要望、⼦どもへの中傷、⾃宅付近
での⾵評被害、家族の職場からの無理解、家族の無理解、⾃分⾃⾝の問題、保育所等の無理解等があげられている。

55

23.5%

175

74.8%

4

1.7%

ある

ない

無回答
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看護職へのメンタルヘルスケア
Q12 COVID-19に伴う看護職員へのメンタルヘルスケアについて⼯夫されていますか

看護職のメンタルヘルスケアについては、6⽉の時点で「⼯夫している」医療機関は127施設、54.3％、「⼯夫していな
い」医療機関が102施設、43.6％であった。50％以上の医療機関が何らかのメンタルヘルスケア体制を整備している。

回答数 構成⽐
⼯夫している 127 54.3%
⼯夫していない 102 43.6%
無回答 5 2.1%
⼯夫している 127 54.3%

⾃由回答の内容を分類すると、メンタルサポート体制整備、⾯談の設定、保健師による相談、相談窓⼝設置、ストレ
スチェック実施、感染対策の徹底、正しい情報収集と共有、⽇⾚資料利⽤、検査の充実、環境整備、⼈事異動・配置
替え、休暇取得推奨、宿泊施設の確保、時差出勤、声かけ、傾聴等があげられている。

127

54.3%

102

43.6%

5

2.1%

⼯夫している

⼯夫していない

無回答
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COVID-19に関する相談先について
Q13 COVID-19関連について、相談する場所がありますか。

COVID-19の相談先については、「ある」医療機関は172施設、73.5％であった。7割超の医療機関が何らかの相談先が
ある状況となっている。

172

73.5%

51

21.8%

11

4.7%

ある

ない

無回答

回答数 構成⽐
ある 172 73.5%
ない 51 21.8%
無回答 11 4.7%

234 100.0%

具体的な相談先は、「保健所」が88施設、連携機関等が63施設、その他メーカー各社、法⼈の関連病院・系列病院、地
域の病院や医師会（Ｄｒが対応）、看護協会、他の医療機関、近隣病院、ＩＣＮ（国際看護師協会とのメールリングリ
スト、地域連携カンファレンスの実施等があげられている。
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COVID-19の情報取得
Q14 COVID-19に関する情報はどこから得ていますか。（複数回答）

COVID-19に関する情報については、「厚⽣労働省など政府からの情報」、「医師会からの情報」、「看護協会からの情報」、
地⽅⾃治体（東京都）からの情報、感染症学会など学会の情報から得ている回答が多くみられる。

231

199

174

169

150

144

98

62

49

39

27

25

0 50 100 150 200 250

厚⽣労働省など政府からの情報

医師会からの情報（東京都医師会・⽇本医師会）

看護協会からの情報（東京都看護協会・⽇本看護協会）

地⽅⾃治体からの情報（東京都）

感染症学会など学会の情報

新聞、テレビ等マスメディアの報道

専⾨家の発信する情報（ウェブサイト、SNS等）

世界保健機関（ＷＨＯ）

国内・国外の医学系論⽂

⽶国疾病予防管理（ＣＤＣ）

その他

専⾨誌

回答率
98.7%
74.4%
85.0%
72.2%
64.1%
20.9%
26.5%
16.7%
41.9%
61.5%
10.7%
11.5%

［その他］
・連携している⼤学等の医療機関 ・⾃⼤学より毎⽇様々な情報が発信されている（コロナ通信）
・企業本部 ・法⼈内急性期病院 ・担当医から都度連絡有 ・グループ本部からの情報提供および対策マニュアル
・感染管理認定看護師、グループ病院からの情報提供 ・ONS仲間との情報交換 ・ICNネットワークによる情報
・院内で活動するＣＩＢＣ（インフェクションコントロールナース）よりの助⾔
・系列医療機関 ・連携感染カンファレンス病院 ・⽼健協会 ・友⼈の感染管理認定看護師
・認定看護師からの情報が最新であることが多い。 ・内視鏡学会 ・近隣指定病院
・指定医療機関と協⼒医療機関でのテレワークを毎⽇⾏い、情報を共有していた。
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COVID-19対応について望むこと
第⼆波への対応と東京都看護協会、国、東京都等への要望（⾃由回答）

項⽬ 内容
⼈的資源の活⽤と⼈材育成 ・看護職の離職対策

・看護職不⾜に対する紹介⽀援やフォローアップ体制の確⽴
・潜在看護師の活⽤
・応援ナース派遣を実施する登録システム
・感染症に対応できる⼈材育成

情報の共有 ・感染症対策（ゾーニング、防護具着脱訓練、環境整備他）の実施
・感染症アドバイザーの派遣
・対応策具体例、事例紹介
・クラスター発⽣要因の情報共有

地域での対応 ・感染者状況マップの作成（地域での⼈員、物資調達協⼒）
・情報交換ツール作成
・近隣医療機関の連携システム

物資について ・防護物資、衛⽣材料の確保（マスク、フェイスシールド、グローブ、ガウン、消毒液等）
・安定供給体制の確⽴
・物資配送時の配慮（事前通知なしでの納品や夜間納品は困る）
・医療⽤陰圧テント等の貸出、助成等

患者受け⼊れについて ・発熱外来の整備
・感染疑い患者、発症患者、濃厚接触者専⽤受け⼊れ体制の整備
・PCR検査場所の⼀本化（⾏政と厚労省）
・PCR検査の簡易検査キットの開発

医療従事者への対応 ・医療従事者へのPCR検査、抗体検査等検査の充実
・⼊院、転院時の検査
・都内PCR検査実施状況が即時に把握できるシステムの構築
・感染者対応看護師の宿泊受け⼊れ施設整備
・⼦育て中の医療従事者に対する⽀援（保育所等の整備）

経営的な課題 ・経営悪化に対する助成及び⽀援体制の確⽴
・医療従事者の危険⼿当⽀給
・医療従事者の減収⽀援
・経営悪化不安への⽀援
・減収へのスピーディーな対策
・受け⼊れ施設以外の医療機関も患者減少により経営悪化している、その⽀援


